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み

長 ん

寿 な

を で

永
年
に
わ
た
り
、
社
会
に
貢
献

し
て
き
た
お
年
寄
り
に
感
謝
す
る
、

平
成
十
五
年
度
の
村
敬
老
会
が
九

月
五
日
、
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
た
。

敬
老
会
に
は
村
内
の
七
十
五
才

以
上
の
お
年
寄
り
、
関
係
者
な
ど

五
百
人
が
参
加
。
島
袋
未
奈
子
さ

ん

（兼
次
小
六
年
生
）
が

「い
ろ

い
ろ
な
知
恵
袋
を
も

っ
て
い
る
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
や
ん
。

村

敬

老

会

無
理
を
せ
ず
、
い
つ
ま
で
も
長
生

き
し
て
下
さ
い
」
と
感
謝
の
こ
と

ば
を
贈

っ
た
。

ま
た
、
山
内
昌
雄
村
老
連
会
長

が

「誰
に
も
迷
惑
を
か
け
ず
、
誰

に
で
も
敬
愛
さ
れ
る
老
人
で
あ
り

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
あ
と
、

舞
台
で
は
、
石
嶺

一
也
さ
ん

（諸

志
出
身
）
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
、
多

彩
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
会
場
を

盛
り
上
げ
た
。

＞
五
百
人
が
多
彩
な
余
興
を
楽
し
ん
だ

祝
　
　
中，

今帰仁村長寿番付

ト ー カ チ 祝 63名

カ ジ マ ヤ ー祝  19名
100歳以上高齢者  17名
90歳以上高齢者 205名
80歳以上高齢者 850名

氏 名 年齢 生  年  月  日 住    所
1 喜屋武 カ ナ 107 明治28年 8月 20日 天 底 293
2 我喜屋 宗 松 105 明治 31年 2月 5日 天 底 334‐ 1
3 安谷屋 ウ ン 103 明治33年 1月 10日 勢理客477
4 津波古 ツ ル 103 明治33年 1月 18日 湧 J‖ 2126
5 上 間 ナ ベ 103 明治33年 3月 6日 今 泊 3294

6 田 港 ツ ル 102 明治33年 10月 5日 玉 城 223

7 小那覇 カマド 102 明治 34年 3月 5日 渡喜仁 702
8 我喜屋 ウ ン 102 明治34年 5月 4日 天 底 222
9 仲 松 カ メ 101 明治34年 3月 15日 湧 ′I11756

10 ′lヽ】「覇  ツ  ル 101 明治34年 10月 18日 天 底 222

11 島 袋 マ ツ 101 明治35年 1月 20日 天 底 222

¬2 伸宗根 マ カ 101 明治35年 5月 10日 天 底 222
13 平 田 ナ ベ 101 明治35年 6月 20日 仲宗根 401

14 工 城 カ ナ 100 明治35年 8月 13日 天 雇
=222

lG 大 城 キ ヨ 100 明治35年 9月 15日 仲宗根 304

lG 山 城 カ ナ 100 明治35年 9月 25日 天 雇
=222

17 座間味 栄 豊 100 明治36年 1月 10日 上運天 142S

平成 15年度

平成 15年 7月 末日現在

霞員に拘ジ守中‐

天底区の

川上キヨさん

天
底
区
の
川
上
キ
ヨ
さ
ん
の
カ

ジ
マ
ヤ
ー
祝
い
が
八
月
十
六
日
、

ホ
テ
ル
ゆ
が
ふ
い
ん
お
き
な
わ

（名

護
市
）
で
盛
大
に
行
わ
れ
、
玄
孫

（や
し
ゃ
ご
）
ま
で

一
族
八
十
人

を
含
む
大
勢
の
区
民
が
キ
ヨ
お
ば

あ
さ
ん
の
長
寿
を
祝

っ
た
。

キ
ヨ
さ
ん
は

一
九
〇
七
年
七
月

二
十
五
日
生
ま
れ
で
第

一
次
大
戦
、

太
平
洋
戦
争
な
ど
の
激
動
の
時
代

を
生
き
抜
い
て
き
た
。
子
ど
も
は

故
清
永
さ
ん
と
の
間
に
六
男
二
女

の
八
人
。
い
ま
で
も
毎
日
、
自
宅

前
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
ら
れ
た

草
花
の
手
入
れ
の
他
、
道
路
の
清

掃
を
す
る
ほ
ど
の
元
気
者
。

当
日
は
き
れ
い
な
花
や
風
車
が

＞
大
勢
の
人
に
祝
福
さ
れ

笑
顔
の
キ
ヨ
さ
ん

飾
り
付
け
ら
れ
た
車
に
乗
り
込
み

パ
レ
ー
ド
に
出
発
。
各
公
民
館
前

で
は
、
長
寿
に
あ
や
か
ろ
う
と
大

勢
の
お
年
寄
り
や
区
民
が
駆
け
つ

け
、
握
手
を
交
わ
し
た
り
、
沿
道

で
は
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
も
飛
び
出
す

な
ど
の
大
歓
迎
ぶ
り
。
キ
ヨ
さ
ん

は
参
加
者
ひ
と
り

一
人
に
風
車
を

配
り
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

ま
た
、
祝
賀
会
で
は
天
底
区
の

青
年
団
エ
イ
サ
ー
や
伝
統
的
な
沖

縄
の
歌
、
踊
り
な
ど
、
多
彩
な
出

し
物
で
に
ぎ
わ
い
、
最
後
の
カ
チ
ャ
ー

シ
ー
に
は
キ
ヨ
さ
ん
自
ら
参
加
し

て
祝
賀
会
に
花
を
添
え
た
。



3広 報 な き じん (2003年 )平成15年 10月 1日

,. ′r
畜
産
農
家
の
経
営
安
定
と
肉
用

牛
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
第
二
十

二
回
村
畜
産
共
進

会
が
九
月
二
日
、
村
家
畜
セ
リ
市

場
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、
畜
産
農
家
が
手
塩
に

か
け
て
育
て
上
げ
た
肉
用
牛
五
十

七
頭
が
出
品
さ
れ
、
子
牛
去
勢
、
若

雌
第

一
類
な
ど
六
部
門
で
厳
正
な

自1侵の肉用牛

57頭を出品
村畜産共進会

審
査
が
行
わ
れ
た
。

各
部
門
の

一
等

一
席
ま
で
の
入

賞
牛
は
次
の
と
お
り

子
牛
（雌
）

優
　
　
等
　
首
銘
由
行
（仲
宗
根
）

一
等

一
席
　
運
天
　
郭
明
（天
底
）

子
牛
（去
勢
）

優
　
　
等
　
石
川
清
友
（渡
喜
仁
）

一
等

一
席
　
松
田
達
男
（仲
宗
根
）

若
雌
（第

一
類
）

優
　
　
等
　
石
川
清
友
（渡
喜
仁
）

．

一
等

一
席
　
小
那
覇
喜
美
子
　
　
・

（渡
喜
仁
）

若
雌
（第
二
類
）

優
　
　
等
　
比
嘉
真
吉
（呉
我
山
）

ｆ

一
等

一
席
　
松
田
勝
伸
（越
地
）

成
雌
（第

一
類
）

優
　
　
等
　
一詈
屋
武
勇
（渡
喜
仁
）

一
等

一
席
　
我
那
覇
隆
久
（謝
名
）

成
雌
（第
二
類
）

優
　
　
等
　
仲
宗
根
久
善
（謝
名
）

一
等

一
席
　
我
那
覇
秀
樹

（仲
宗
根
）

県
農
林
水
産
部
長
賞

若
雌

一
類
　
石
川
清
友
（渡
喜
仁
）

県
畜
産
振
興
基
金
公
社
理
事
長
賞

成
雌
二
類
　
仲
宗
根
久
善
（謝
名
）

国
頭
郡
農
業
共
済
組
合
長
賞

成
雌

一
類
　
士詈
屋
武
勇
（渡
喜
仁
）

大
豆
、
瀬
水
で
お
Ｈ
Ｌ
」１

▲成雌2類の部で優等を受賞した
仲宗根久善さんの肉用牛

村親子野球大会

ア
グ〓ン
一一

ジ

キ龍山

市

〃（７
↓池

ス

ス

ラ

ラ

ク

ク

Ａ

日

夏
休
み
も
あ
と
わ
ず
か
と
な

っ

た
八
月
二
十
三
日
、
平
敷
子
ど
も

〈
衰
大
城
勢
矢
会
長
）
、
約
二
十
五

名
が
同
区
公
民
館
で
豆
腐
づ
く
り

に
挑
戦
し
た
。

指
導
し
た
の
は
、
農
山
漁
村
生

活
研
究
会
員
の
大
城
千
代
子
さ
ん

（平
敷
十
三
）
。
子
ど
も
た
ち
は
、
な

れ
な
い
手
つ
き
で
、
石
う
す
を
回
し
、

海
水

含
一ガ
リ
）
を
入
れ
て
固

め
る
、
４日
な
が
ら
の
豆
腐
づ
く

り
を
楽
し
ん
だ
。

参
加
し
た
父
母
も
豆
腐
づ

く
り
を
初
体
験
。
出
来
上
が

っ

た
豆
腐
で
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
な

ど

の
料
理
を
み
ん
な
で
楽
し

く
味
わ

っ
た
。

一一一一一
一一
一一一一
一．」
一・一

二
■

野
球
を
通
し
て
親
子
の
き
ず
な
を
深
め

よ
う
と
、
村
子
ど
も
会
主
催
の
親
子
野
球

大
会
が
八
月
二
十
≡
一十

一
の
両
日
、
村
営

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

村
子
ど
も
会

の
設
立

二
十
年
の
節
目

と
な

っ
た
今
年
の
大
会
は
、
十
月
下
旬
に

開
か
れ
る
県
大
会

の
村
代
表
を
決
め
る

Ａ
ク
ラ
ス
と
、
村
大
会
の
み
の
Ｂ
ク
ラ
ス

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
。

Ａ
、
Ｂ
ク
ラ
ス
共
に
今
帰
仁
ジ

ュ
ニ
ア

と
北
山
キ
ン
グ
が
決
勝
で
激
突
。
北
山
キ

ン
グ
が
四
対
○
で
Ｂ
ク
ラ
ス
を
制
し
、
Ａ

．
ク
ラ
ス
は
今
帰
仁
ジ

ュ
ニ
ア
が

一
対
○

一の
僅
差
で
優
勝
を
か
ざ
り
、
県
大
会

へ
の

出
場
を
決
め
た
。

＞
Ａ
ク
ラ
ス
を
制
し
た

今
帰
仁
ジ

ュ
ニ
ア
の
胴
上
げ

一
準
＼

▲興味深く石うすを回す子どもたち,r
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先
般
（株
）図
書
流
通
セ
ン
タ
ー

が
発
行
す
る
冊
子

（図
書
館
の
学

校
二
〇
〇

一
年
十

一
月
号
）
に
掲

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
中
一
一
一
一
一
中
一
一
一
一

　

　

　

、
、
卜
（

，
一
一
一
一
一
一
「
一
一
「
一
一
一
「
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一

I

―
芥
川
賞
作
家
を
生
ん
だ
母
校
図
書
館
―

一　一い中［中一一河
め

盆
整

り

落

ち

穂

拾

い

の
記

的

載
さ
れ
た
芥
川
賞

作
家
　
目
取
真
俊

氏

（島
会
正
　
一二

十

三
翔
金

の

「原

点
と
し
て
の
場
所
」

と
題
す
る
寄
稿
文

を
読
ま
せ
て
も
ら

っ
た
。

筆
者
の
い
いつ

コ原

点
と
し
て
の
場
酢
」

は
言
わ
ず
も
が
な

母
校
図
書
館

（増

築
に
よ

っ
て
三
倍

の
建
坪
で
再
現
さ

れ
た
二
代
目
の
後

期

の
頃
）
で
あ
る
。

私
に
深
く
感
ず
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、

筆
者
の
原
点

へ
の

思
い
を
文
中
に
追
い
、
そ
れ
を
育

ん
だ
母
校
図
書
館
を
称
揚
し
た
い
。

「
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
の
植
栽
や

仏
桑
華
の
生
け
垣
で
囲
ま
れ
た

。
・

（略
）

。
。
私
に
と

っ
て
最
も
愛

着
の
あ
る
高
校
の
図
書
館
は
ま
わ

り
の
自
然
と
と
も
に
記
憶
に
残

っ

て
い
る
。
本
か
ら
顔
を
あ
げ
る
と

窓
の
外
に
見
え
る
葉
桜
の
緑
。
仏

桑
華
の
生
け
垣
の
向
こ
う
に
広
が

る
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
。
そ
の
頃
ベ
ト

ナ
ム
か
ら
ボ
ー
ト
で
逃
れ
て
き
た

人
た
ち
が

・
・

（略
）

。
・
サ
ト

ウ
キ
ビ
の
下
葉
と
り
の
作
業
の
ア

ル
バ
イ
ト
に
出
て
い
た
。
彼
ら
の

ベ
ト
ナ
ム
語
の
会
話
を
ぼ
ん
や
り

聞
き
な
が
ら
、
再
び
本
に
目
を
落

と
し
、
ノ
ー
ト
に
短
歌
を
書
き
つ

づ
る
。
そ
う
い
う
日
々
。
」
と
い

う
、
ど

っ
ぷ
り
と
図
書
館
に
浸
か

っ
た
生
活
が
窺
え
る
。

当
時
七
十
年
代
後
半
　
石
油
危

機
に
続

い
て
海
洋
博
の
失
敗
に
よ

る
経
済
混
乱

（隣
町
の
後
遺
症
を

身
近
に
感
じ
て
か
）
が
続
き

「復

帰
運
動
は
何
だ

っ
た
の
か
」
な
ど

高
校
生
時
代
に
接
し
た
政
治
の
動

き
を
関
心
の
あ
る
同
期
生
と
語

っ

た
記
述
が
あ
る
が
、
そ
の
語
ら
い

の
場
も
図
書
館
に
繋
が

っ
た
よ
う

に
思
え
る
。
文
中
核
心
の
と
こ
ろ

で

「高
校
の
図
書
館
に
は
　
た
ん

に
学
習
の
場
と
し
て
は
収
ま
ら
な

い
、
生
徒
ら
が
自
主
的
に
交
流
が

で
き
る
空
間
が
あ

っ
て
い
い
。
私

が
過
ご
し
た
高
校
の
図
書
館
に
は

そ
れ
が
あ

っ
た
。
あ
の
空
間
は
か

け
が
え
の
な
い
も
の
だ

っ
た
。
」

と
述
べ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
　
私
が
初
代
の
五
周

年
記
念
図
書
館
で
肌
に
感
じ
た

「足

音
を
忍
ば
し
め
る
」
よ
う
な
張
り

つ
め
た
学
習
セ
ン
タ
ー
的
な
雰
囲

気
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
か
わ

っ
て

読
書
好
き
の
、
限
ら
れ
た
顔
な
じ

み
の
生
徒
達
が
出
入
り
す
る
図
書

館
の
顔
が
見
え
た
。
そ
れ
だ
け
に
、

読
み
、
と
き
に
詩
作
し
、
あ
る
時

は
あ
た
り
が
暗
く
な
る
ま
で

「け

っ
こ
う
ま
じ
め
な
話
」
を
す
る
自

由
な
雰
囲
気
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。

司
書
が
そ
れ
に
理
解
を
示
し
、
そ

れ
を
学
校
が
、
今
帰
仁
村
と
い
う

優
し
い
環
境
が
温
か
く
包
ん
で
く

れ
た
よ
う
に
思
う
。

「高
校
時
代
に
図
書
館
で
過
ご

す
日
々
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
う
し

て
小
説
を
書
い
て
い
る
こ
と
も
な

か
っ
た
ろ
う
。
と

っ
く
に
取
り
壊

さ
れ
て
記
憶
の
中
に
し
か
も
は
や

な
い
が
、
高
校
の
図
書
館

へ
の
感

謝
は
つ
き
な
い
。
」
と
結
ん
で
い
る
。

芥
川
賞
と
い
え
ば
　
日
本
中
の

文
学
、
作
家
を
志
す
人
々
が
、
お

の
れ
の
精
根
を
傾
け
て
生
み
出
し

た
創
作
を
通
し
て
挑
む
登
竜
門
で

あ
る
。
今
そ
の
栄
誉
を
か
ち
え
た

一
同
窓
の
、
文
学

へ
の
目
覚
め
を

促
し
た
原
点
が
、
他
な
ら
ぬ
わ
が

母
校
図
書
館
で
あ

っ
た
こ
と
を
知

り
、
深
い
感
動
を
覚
え
る
と
と
も

に
、
北
山
高
校
図
書
館
に
こ
れ
を

育
む
豊
か
な
土
壌
が
あ

っ
た
こ
と

を
心
か
ら
誇
り
に
思
う
の
で
あ
る
。

▲目取真俊氏が通った頃の図書館

ドⅢ
tti'!'〕 :｀

イ

運

天

政

一



お0どとう1
今
年

一
月
に
名
護
市
で
開
催
さ

れ
た

「九
州
地
区
体
育
指
導
委
員

研
究
大
会
」
に
お
い
て
、
与
那
啓

恵
さ
ん

（天
底
）
が
永
年
に
わ
た

り
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
や
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
尽
力
さ
れ

た
者
に
贈
ら
れ
る
「九
州
地
区
体

育
指
導
委
員
功
労
賞
」
を
受
賞
し
た
。

ま
た
、
八
月
に
開
催
さ
れ
た
沖

縄
県
体
育
指
導
委
員
研
究
大
会
で

は
上
原
康
則
さ
ん

（玉
城
）
が
地

域
の
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、

発
展
に
貢
献
し
た
と
し
て

『沖
縄

県
体
育
指
導
委
員
功
労
賞
』
が
贈

ら
れ
た
。

九州地区体育指導委員功労賞=与那曹恵さん

沖縄県体育指導委員功労賞=上原康貝uさん

与
那
さ
ん
は
本
村
体
育
指
導
委

員
歴
十
七
年
、
上
原
さ
ん
は
七
年

の
経
歴
を
持
ち
、
村
民
の
健
康
づ

く
り
と
村
社
会
体
育
行
事
の
企
画

運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
。

授
賞
式
に
お
い
て
お
二
人
は
と

も
に
受
賞
者
代
表
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
職
場

へ
感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、

今
後
も
地
域
の
発
展
に
向
け
た
活

動
に
努
め
る
決
意
を
述
べ
た
。

▲村体育指導委員 上原康則さん ▲村体育指導委員 与那啓恵さん
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こ
れ
ま
で
、
仲
宗
根
区
の
水
道
検

針
業
務
を
行

っ
て
お
り
ま
し
た
玉
城

り
つ
子
さ
ん
に
代
わ
り
、
松
田
八
重

子
さ
ん
が
水
道
使
用
量
の
検
針
と
水

道
料
金
の
集
金
業
務
を
受
け
持
つ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

仲票根区の水道検針員に

松田八重子さん

部ヽ 晩 i静

仲宗根区担当
松田八重子さん

仲宗根区、玉城区に
壁画・標語が完成

仲
宗
根
区
、
玉
城
区
に
こ
の
ほ
ど

交
通
安
全
、
地
域
防
犯
の
壁
画
が
完

成
。
道
行
く
人
や
地
域
の
事
故
、
事

件
防
止
に

一
役
か
っ
て
い
る
。

仲
宗
根
区
は
、
兼
次
幸
子
さ
ん

（同

区
三

一
四
番
地
）
、
玉
城
区
は
新
城

安
男
さ
ん

（同
区
五
〇

一
十

一
番
地
）

の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
、
各
区
が
制
作
し

た
も
の

（仲
宗
根
区
は
、
交
通
安
全

友
の
会
）

地
域
住
民
か
ら

「い
い
標
語
が
で

き
、
交
通
事
故
、
事
件
が
な
く
な
り
、

安
全
な
む
ら
に
し
た
い
で
す
ね
」
と

の
声
が
聞
こ
え
た
。

＞
仲
宗
根
区
の
壁
画

＜
玉
城
区
の
標
語

it義

今帰仁村総合運動公園

環境整備事業の

清掃作業員募集
1平成15年度沖縄県緊急地域雇用創出特別事業 |

作業内容 :清掃作業 (チェンソー・草刈機使用)

募  集 :60才未満  募集人員 :3人
勤 務 地 :今帰仁村内

期  間 :平成15年 11月 初旬～平成16年 3月 末 (後期)
時  給 :890円
問い合わせ :社会教育課

社会体育係56-5955【本寸民体育館】

封
研

孫の手
手と
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企

画

展

今
帰
仁
厩
が
抱
え
た
機

今
泊
占
泰志
堅
を
中
心
に

今
帰
仁
村
今
泊
と
隣
の
本
部
町

具
志
堅
を
中
心
と
し
た
企
画
展
で

す
。
か
つ
て
今
泊
に
あ

っ
た
シ
ニ

ー
グ
や
ト
ン
・ト
ト
・ト
ン
が
具
志

堅
で
は
今
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
帰
仁
城
の
側
に
あ
る
今
帰
仁
ウ

ー
ニ
と
具
志
堅
ウ
ー

ニ
は
、
今
帰

仁
グ
ス
ク
を
要
と
し
て
祭
祀
で
強

く
結
び
つ
い
て
い
ま
し
た
。

一
六
六
六
年
以
前
は
本
部
町
も

今
帰
仁
間
切
の
内
。
今
帰
仁
グ

ス

ク
を
中
心
と
し
た
当
時
の
今
泊
村

（今
帰
仁
村
・親
泊
村
）
と
具
志
堅

村
と
の
関
わ
り
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

・期
　
日

九
月
十
七
日
～
十
二
月
二
十
日

。本
雰
　
　
但物

今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー

今
帰
仁
村
立
歯
科
診
療

所
の
閉
鎖
の
お
知
ら
せ

永
年
に
わ
た
り
地
域
歯
科
診
療

に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
村
立
歯
科

診
療
所
が
都
合
に
よ
り
、
九
月
三
十

日
で
閉
鎖
に
な
り
ま
し
た
。

今
帰
仁
村
長

第3回「健康ウォーキングの集い」
期  日 10月 19日 (日 )  .

(毎月第3日 曜日開催 )f
集合受付 保健センター   ‐ ・|

参加者募集スター ト 午前フ時
距  離 約6 5km
解  散 午前9時
※注  意 1軽 装で必す
2水筒持参でξ語講裏すと!‐

コースは会場 (保健センター)で説明 li「
主催 ,◆帰仁村役場 主管 保健予防課■

問い合わせ先 保健センター(島袋)
TEL56Ⅲ 1 234

朝鮮半島・台湾出身の
旧軍人・軍届等であった方と
その遺族の普様へ

ヂ
生 存知ですか ? 弔慰金等が支給されています。
現在、先の大戦において旧日本軍の軍人・軍属等として

戦死された方の遺族や重度戦傷病者の方々に弔慰の意等
を表すため弔慰金等が支給されています。
ご遺族には弔慰金 :260万円、重度戦傷病者の方には見舞
金 :400万 円

弔慰金等につきましては、平成 16年 (2004年 )3月 31
日が請求期限とされています。請求期間内に請求されな
い方には弔慰金等が支給されませんので、十分注意して

ください。

沖縄県では、随時ご相談に応じています。お心当たりの

ある方や、情報をお持ちの方は、下記までお知らせくだ
さい。

問い合わせ先

沖縄県・国保援護課
TEL 098-866-2177

平成朽韓中央公民館講座
rdlれおい削 塾生葛素 !:

☆語座内容☆

自分達でテーマを決め、語師を選定して、自分達で運営

する語座です。 (14年度はフラワーアレンジメント、キ
ルト、′〈スケット作り等を行ないました。)

今年度は?何をしようかな?
あれをしてみたいな～ これをやつてほしいな～
と思つている方、参 加 し て み ま せ ん か ??
☆申込方法 :電話及びFAXにより  '

(氏名。住所・性房U。 年齢・連絡先電話番号)

☆申込 先 :今帰仁村教育委員会 (社会教育課 担当 :内間)

(TEL 56‐ 2645 FAX 56ぃ 5274)

☆募集定員 :30名 (定員に達し次第〆切ります)

☆受 講 料 :無料 (但し、個人に係る教材費は実費負担)

☆回  数 :約5回

「薫〒′L・ Aイビス角ス」家族みんなで楽しめる親子映画観賞会 !上限決定 !じ党っとい慰Bきこね

前売券
大人1200円 (当 日1500円 )
小人 (河 。ヽ中学生)800円 (当 日1000円 )

当日券
学生 (大・専・高※学生証提示の上)1200円/幼児 (3～ 6才)300円
/障害者手帳をお持ちの方1000円

匙畠考堵『.篤ち0今帰仁村コミュニティ
‐センター

※開場は各回20分前となります。※当日台風の場合は|

0お問合せ・チケット販売 今帰仁村教育翌
●共催 今帰仁村教育委員会
●後援 今帰仁村 今帰仁村社会福祉協議壬

・ ; ll i=

三|-1 ・

・・

．

≡．．
一一

・
・
・・
一
一一

≡

≡
　

一一・一一一

一
一
一
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刊用していますか ?

健康廿ポート すキジン
こんな時、すぐお電話ください。

●ストレスがたまって精神的にまいっている。
●不意のケガで応急処置を知りたい。
●原因がわからず食欲がわかない。
●家族の介護のことで相談したい。

ご利用方法
1.右記フリーダイヤルにお電話ください。

2.電話がつながりましたらお名前と年齢を

告げてご相談ください。
(匿名でもお受けします)

(24時間・年中無休)

●疲れているのによく眠れない。
●休日なので診察できる病院を教えてほしい。
●真夜中の急病で誰にも連絡できない。
●アトピーの専門医院を知りたい。

0いつでもどこからでも、あなたとご家族が(フ リーダイヤル)で無料相談できます。

●プライバシーは厳守されるシステムになっていますので安心してご利用できます。

1.医師。保健師・看護師が、24時間・年中無休体制で健康・医療・介護・育児。メンタルヘルスのご相談に応じ、

わかりやすくアドバイスします。

2.夜間・休日の医療機関または医療情報案内機関をお知らせします。

3.専門病院・リハビリ病院などの医療機関情報を提供します。

4.老人福祉施設・全国市町村行政サービス・介護用品業者・ホームヘルパー派遣業者をご案内します。

ハローゴ フ サ イ

冴ソ〒ル0120‐865‐231(通話料無料)

平崩蛸 婦人検診日程表
塘 静 芭弩h十 三 T■幸康 手 =1ン

/ン

対 象 者 30歳以上
受付時間 午後 2時より4時まで
場  所 今帰仁村保健センター
※マンモグラフィー検診を初めました。
各会場、先着30名です。イ呆健センターで申し込んで下さい。

受診者負担
マンモグラフィー

視触診セッ+.
マンモ単独  1,300円
子宮がん 300円 乎とがん 200円  計500円

ただし、70歳以上、生活保護世帯等は負担なし。30歳未満は

全額自己負担。

問い合わせ先 保健センター 電話56-1234

月 日 対象地

9月 29日 (月 ) 与

9月 30日 (火 ) 謝名

10月 3日 (金 )

10月 6日 (月 )

10月 10日 (金 ) 乗受診著

帰人科施設検診のお知らせ
対 象 者:30歳以上 先着100名程度
受付期間:受診期間 平成15年10月 1日～12月 25日
受診方法:希望者は、村保健センター(56-1234)で 申し込み「婦

人がん施設検診承認書」の交付を受けて、下記の医

院で受診する。

※ただし、乳がん検診のみ は で ん。また婦人科集団検診

を受けた方は、施 ません。
．・一一
一ヽ
■．■
一，

一

・
一一一
≡
・
一一

．

運天産婦 ) 31

平岡産婦人科医院(名護市在)電話52‐3377
かじまやリブートクリニック(名護市在)電話5+1197

受診者負担金

施設検診 金  額

子富顕・体がん。乳がん 2,200円

子宮頸・乳がん 1,600円

子宮頸。体がん 1,700円

子宮顕 1,200円

ただし、70歳以上。生活保護世帯等の負担金はありません。
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船Aごみの霊入が4わります !
ごみの搬入に当たつては、左記の分別区分に従つて、分別を行つて下さい。(ただ

し、今後それぞれの町村の分別区分が変更になつた場合は、その区分に従つて下さ

い。)

分別に当たつて特に注意する事項は以下の通りです。

①可燃ごみ・不燃ごみの同時搬入 又は 少量の家庭ごみ(3袋以下)は計量できない

ため、受入れできません。

②分別のされていないごみは受入れできません。

③草木類の生木等は幹周りが 5cm以内のものとし、長さは50cm以内に切断して

下さい。

枯れ木は幹周りが15cm以内のものとし、長さは50cm以内に切断して下さい。

木材等も50cm以下に切断し、釘が付いている場合は取り除いて下さい。

④家具類は分解し、可燃ごみとして搬入してください。また、鉄等の燃えないもの

が付いている場合は取り除いて下さい。

⑤鉄くず類は組合に搬入して下さい。鉄 トタン(10枚以上)や鉄パイプ等が大量に

出る場合は、直接、スクラップ業者へ搬入して下さい。

スクラップ業者 (名護スクラップ TEL 52-2581)

⑥事業所からのごみは有料での受付けとなります。

⑦以上の事を守つていないごみは受入れできません。

可燃 3粗大ごみ

不燃ごみ

ごみの受付時間

月～土 午前9:00～午後5:00

月、木 午前9:00～正午
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12月 1日より清掃組含への直艦

可
燃
ご
み

プラスチック容器 発砲トレイ

廃油処理剤で回め

る。又は、新聞紙
でふき取る。

草木類

廃食用油

ペットボトル

ビニール袋

ダンボール新聞紙

鬱
雑誌類

生ごみ類

毬凸◇

○ 草木類

枯れ草、せん定枝 (50cm以下)

○ 生ごみ類

○ 廃食用油

新聞紙等に染み込ますか、又は廃

油処理剤で処理して搬入する。

○ ビニール類

レジ袋、 ラップ等

○ ペットボトル

○ 発泡トレイ

○ プラスチック容器

○ 新聞・チラシ、雑誌、ダンボール

週6日 の受付け

月曜日～土曜日まで

不
燃
ご
み

陶器類 ガラス類

∞爾圃
金属類

み 鍮
スプレー缶

使いきる

穴をあける

○ 陶器類

茶碗、皿等

○ スプレー缶、簡易消火器

使い切り、穴を空けて搬入する。

○ ガラス類

○ 金属類

空き缶、鍋、やかん、缶詰の缶等

○ その他

5 kg以下の家電製品

週 2日 の受付け
月曜日と木曜日の午

前中

可
燃

寝具類家具類

○ 家具類

タンス、机、イス、畳等

○ 寝具類

布団、じゅうたん

粗
大
ご
み 不
燃

静

草刈り機

家電製品

トタン板 その他

○ 家電製品

電子レンジ、ステレオ等

○ トタン板

○ 草刈り機

○ その他

自転車

週6日 の受付け

月曜日～土曜日

※ 家電リサイクル

法 4品目 (タレビ、
エアコン、冷蔵庫、

洗濯機)は受入れま
せん。
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第 27ロ 獣0参

期 間:平成
午前

場 所 :奥武

日(日 )

期9回等ぬば0つ盗業な0う

期 間 )～ 19日 (日 )
10時～ 19

場 所 :名護市民会
※やんばるの産業振興と発展
ご来場して頂きますよう、ご案

方々が

す。

の

住民検診を受けられた曽さんの手元には、検診結果が届いていることと思います。

その結果の中で「要精萱」と書かれていませんか?

これは、必ずしも病気があるというわけではなく、病気があるのかないのかを確認

するために医療機関でより細かい検萱が必要であることを示しています。

すでに病院受診が済んでいる方もいらつしゃると思いますが、仕事等が忙しくまだ

病院受診されていない方もいるのではないでしょうか?
―      「要精萱」という結果に疑問や不安を感じることは当燃のこ
:■‐■‐午:ξことだと思います。

日では、少しでも早目に納得して病院受

こう、あなたのお宅への訪間、電話での

しています。

軽に晉相談ください。

■
―,:ゴ

「 fぃ

軍事称   亀

電話での健康相談も実施して

毎週月曜日
8:30-11:30
保健センターにて健康相談実施。

住
民
検
診
で
「要
精
萱
」
と
言
わ
れ
た
ら

ｏ

今帰仁
～参加者
村り八ビリ教室
募集しています !～

この教皇では、脳卒中などの病気により、体や心の機能が低下している方が、仲間と一緒にさまざまなり

八ビリを通して体や心の機能の維持継続を国り、今帰仁村で生き生きと暮らせることを目的としています。

対象者 :① 医療終了後も継続してり八ビリが必要な方

ｉ
一ｒ
ｌ
日

場
一
向

音
―

②
 l暑島菅τ[弄塁F晨写どと蚕電銘寄こと岳羅禁霧子

｀
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①

10月 /ネ申無月
○心配ごと相談 (la30～ 1630コ ミセン)

ケ

○おもちゃ

(ヽ

リハビリ

O牛セリ市 (lG30～ )

〇ゆいま―る (運天)

まつり (26日 まで)

○子育て講F'4'(布絵本づくり)1&00～中央公民館

○婦人検診

○心配ごと相談 (1330～ 1630コ ミセン)

○ピアママ教室 (1&30～ )

12:00コ ミセン)

12:00コ セ ン

ビ ス ス

○第58回 lヽl陸上競技大会

○健康相談 (&30～ 1■ 30)

○才Эもちゃ図書館 (900～ 1多 00コ ミセン)

(8:00～ )

○健康相談 (&30～ 1130)

○村三話お話大会

○保健推進員育成教室 (1330～ 保ll'セ ンター)

○子育て講座 (布絵本づくり)1400～中央公民館

○ポリオ (1230～ 中央公民館)

(9:00～ 12:00コ ミセン)

中央公民館)

体育の日

いま―

ア

○おもちゃ

ヽヽ

○第 2回ウォーキングカレッジ (初級編)630～

○心配ごと相談 (1&30～ 1&30コ ミセン)

○心配ごと (13:30～ 16:30コ ミセン)

○心配ごと相談 (1&30～ 1&30コ ミセン)

○歯科相談 (1&00～ )

ODT
ODPT(1&30～ )

11月 /霜月

○ウニ放流

○ソデイカ漁解禁

文化の日

○第52回沖縄県高校駅伝大会

や

○リハビリ

○村チャリティーゴルフ大会

や

○やんばるの産業まつ (19日 ま

(8:30～ 11:30)

ス ― ツ

○第 3同 ウォーキングの集い 保健センター (盈 00～ )

も

D

(D

秋の行政相談週間
10月 20日 (月 )～26日 (日 )

年金や保険などあなたの身近な苦情 、

要望を受け付けます。

◎行政相談

(相言公員)新垣 侃
盆56-3448

と き 平成 45年 40月 22日 (水 )
40B寺-46日寺

ところ 村コミュニティセンター

イ
一
ヽ

村
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

○
上
間
正
さ
ん
（崎
山
六
五
二
）
よ
り
父
、
久
志
様
の
香

典
返
し
と
し
て
十
万
円

○
西
島

一
解
さ
ん
（与
那
嶺
五

一
四
）
よ
り
父
、
正
男
様

の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

○
川
上
キ
ヨ
様

（天
底
四
六
六
上

）
よ
リ
カ
ジ
マ
ヤ
ー

祝
い
返
し
と
し
て
十
万
円

○
運
天
文
子
さ
ん
（名
護
市
大
中
三
丁
目

一
生
一四
）
よ

り
母
、
佳
子
様
の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

○
小
浜
守
清
さ
ん
（湧
川

一
八
八
五
）
よ
り
母
、
孝
子
様

の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

○
山
川
茂
さ
ん
宣
（我
山

一
七
四
）
よ
り
母
、
キ
ヨ
様
の

香
典
返
し
と
し
て
五
万
円

村
育
英
会

ヘ

○
西
島

一
簿
さ
ん
（与
那
嶺
五

一
四
）
よ
り
父
、
正
男
様

の
香
典
返
し
と
し
て
二
十
万
円

○
嘉
陽
美
佐
枝
さ
ん
（ブ
ラ
ジ
ル
・サ
ン
パ
ウ
ロ
）
よ
り

夫
、
一本
信
様
の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

こ
芳
志
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

こ
　
寄

付

表冊

初
め
て
訪
れ
た
場
所
で
見
た
こ
と
の
な
い
光
景
に
出
会
い
、

少
し
興
奮
し
な
が
ら
撮
影
し
ま
し
た
。

こ
こ
屋
我
地
島
の
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
は
河
口
に
群
生
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
広
大
な
千
潟
に
生
育
し
て
い
ま
す
。

季
節
を
変
え
、
時
間
を
変
え
て
じ

っ
く
り
狙
う
と
な
か
な

か
雰
囲
気
の
あ
る
写
真
が
撮
れ
そ
う
な
海
岸
線
で
す
。
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村内七ヶ宇で

九
月
十
三
、
十
四
の
両
日
村
内

七
ヶ
字

（今
泊
、
仲
尾
次
、
崎
山
、

謝
名
、
湧
川
、
勢
理
客
、
上
運
天
）

で
五
穀
豊
穣
を
願
う
豊
年
祭
が
盛

大
に
行
わ
れ
た
。

当
日
は
台
風
の
影
響
も
あ
り
、

雨
の
降
る
悪
天
候
の
中
行
わ
れ
た
。

昼
間
の
道
ジ
ュ
ネ
ー
か
ら
始
ま
り
、

夜
の
舞
台
で
は
、
長
者
の
大
主
や

獅
子
舞
、
棒
術
、
高
平
万
才
な
ど

古
く
か
ら
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
芸

能
が
次
々
と
披
露
さ
れ
た
。

ま
た
そ
の
日
は
、
故
郷
の
ま
つ

り
を
楽
し
も
う
と
県
内
外
か
ら
多

数
の
人
々
が
訪
ね
、
会
場
は
夜
遅

く
ま
で
に
ぎ
わ

っ
た
。

▲湧川区・棒術

▲謝名区・若衆揚口説

▲崎山区・ダイサナジャー ▲今泊区・松竹梅鶴亀

―タカ科―

最も小型のタカ。「ベンサ」と呼ばれ一年中見られる
留鳥。小鳥類を主に昆虫類ヾ鳩等もよく捕食します。

雄は虹彩(瞳の周り)が橙色、雌は黄色。今帰仁小学
校西側で営巣しているのが見られます。
9月 のアカハラダカの渡りから始まリサシバ、チョ

ウゲンボウ、ハヤブサ等が今帰仁で羽を休めます。

Ｊ
　
ン

―

Ｊ

ュ

シリ‐ズ今帰焦吻 ちり

ツミ♀

沖縄県鳥獣保護員 (仲村渠智)


